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'3月  5口 :ヨ ハネ福音書  15:1-10.

『 真の 葡詩の樹  』

・3月 12日 :ヨ ハネ福音書  17:1-5.

『 命への邊着 』

衣笠病院救会 牧師 宮凍晃一部



《 真の葡萄の樹  ≫

バビロニア捕囚からの帰還後に、先人から受け継いだと思われる格言等

を複数の文書から取 り出し、荒廃 したユダの地で民族の再教育のために集

成 されたものがソロモンの『 散言 』だといわれますが、その中に「命の本 」

の記述があ ります。この本は創せ記の 3章 で、エデンの園に生えていたニ

本の本の うちの、アダムとイプがその実を食さなかったほ うの本です。彼

らの子孫である人類にはなぜか、それ以来、命の水を熱望 しつつ生きる運

命が与えられます。

正 しき人の結ぶ実は命の木、知恵ある人は人々の魂 を提 える。

(餞 言 11:30)
望が叶えられなヽヽとミが病み 、願いが叶 うと命の本を得たようだ。

(蔵 言 13:12)

今 日の聖書の場面でイエスが弟子たちに対 して、ご自身のことを「 葡萄

の本 」に誉え、弟子たちがその「 枝 」であると言われたときに、弟子たち

はただちに、その本 を「 命の本 」になぞらえたことで しょう。繋がってい

なければ枯れ枝のように焼去Fさ れる (=死ぬ )と い うことは、繋がってい

る|`Rり 生きられることを意味 します。彼 らのFP象 としてはイエスこそ久 し

く待 ち望 まれた「 命の水 」に等 しいことが認知 されます。

この讐え話はイエスの告別説教の一部 、つまり十宇架にかかる前夜の遺

言です。このあとイエスの許から失踪 してしまう弟子たちの耳に焼 き付け

てお くための内容が含まれています。彼 らが退避 ヒた後に、関係者や社会

からの断絶を経て、「 枯れ枝 」とならないために必要な言葉が 、記憶の中

に刻み込 まれます。「 助け手 」としての「 真理の霊 (ヨ ハネ福音書 14:
17)」 とともに、本来の彼らの存在その もの を内側から支えて くれる神の

言葉 として。

あなたがたが私に繋がってお り、私の言囃があなたがたの内にとど

まっているなムば、望お ものは何で
｀
も願いなさい 。そうすればかなえ

られる。あなたがたが豊かに実 を結び、私の峯子 となる…

(ヨ ハネ福音書 1517-3)



このように、彼 らが紛れ もなヽヽイエスの「 弟子 とな`る」のは、 さ二
"な

る`

木来において、その賞 を結ぶ時であることが明か されます。

≪ 命への逢着 》

最後の晩餐の席で語 られたイエスの告別説教 (=遺言 )の 祈 ',中
で、イ

エスは再び「 永遠の命 」に触れます。

永遠の命とは、唯一の真の神であられるあなた (父 なる神 )と あな

たのお遣わしになったイエス・キリスト(わ たし )を 知ることです。

(ヨ ハネ福音書 17:3)

賞に謎めいたイエスの言葉です。「 次口ること」こそが「 ネ遠の命 」であ

ると。ヨアヽネ福音書の 3章 の 16節 には、「静P子 (イ エス・キ リス ト)を

信 じる」者が減ぶ ことな く「 永遠の命を得る」ために、神は「 構F子 」をせ

に理わ したとあ ります。なヽるはど、先ず何ょりも、手始めに人間が衛7子 を

「 質口ること」こそ「信 じる」ことの始 まりなのか もしれません。さらには

「 信 じる」ことも「女口る」ことも、どちらも「 永遠の命 」にとって |よ 大切

なことのようです。

さて、イエスの言葉 を聞いた弟子たちの反応の申に、「 あなたが神の許

か′,来 られたと、オムたちは信 じます (同 警 16:30)」 と、ヽ う告白があ り

ます。するとイエスは間髪 を入れず 、ほどな く弟子たちが イエスの静から

失踪することを予言 します。この段階では「信 ごる」ことだけでは 、まだ

不足 している何かがあることが仄めか され ます。そうです 、彼 らには まだ

女口らされていない神の計画の全様が 、隠 されているのです。このように、

「 信 じる」ことと「女口る」ことの複雑で微妙な関係が 、キ」プス ト教の億仰

の根底にはあ りそうです。

さて、 15章 (15飾 )で 弟子たちが イエ スから、僕 (し もべ )で はな く

友であるとの認識 を新たに受けとったのは、イェ スが父なる神から聞いた

一切の ことを、既に彼 らに知らせたか らで
｀
したが 、これ らの「 知識 」を得

た 1‐ 友 」でさえも、まだ知 らされてないま大な秘密があるのだとすると、

それはいったい何なので
｀
しょう。それは神の子 イエスの受難 と復活で

｀
した。



実はこれ も「 一切のこと」に含まれていたはずです。にもかかわらず 、準

子たちにはどこまで
｀
も、受け入れ難いこと、「 あってはならないこと」と

して薇否:さ れてきたことで
｀
した。しか し、これ こそが、「 ィェス・キ リス

トを知 ること 」、 すなわち「 ノit遠 の命 」に至るための 、神の御計画の最た

るものだったのです。


